
事業所全体による自己評価 
 

1．＜問題点＞ 

・お隣さんが見えるとそちらが気になり集中できないように見えることがあります 

⇒他のお子様が気にならないような向きで活動する等の工夫をしていきます 

 

2.＜問題点＞ 

・職員の専門性について、職員の方によりまちまちです 

・専門性は分からないところはあるが、配置数は適切 

⇒毎月顧問作業療法士による研修を実施しており、その研修を受けた職員のみが療育を提

供しております 

 

3.＜問題点＞ 

・2.3 年通っているが、内容は大きく変わらない。それが良い面もあるが、体が大きくなっ

たら難易度を上げて少し負荷を上げてもいいかも(本人の様子を見ながらですが…) 

⇒メニューは顧問のＯＴの先生が監修してくださったどのお子さんに対しても発達を促す

内容となっておりお子さんの発達段階に合わせて個別に難易度の調整や接し方に工夫をし

ております。 

 

4.＜問題点＞ 

・放デイにしては少々値が高いので内容に対し適当かどうかはよく分かりません 

⇒金額については厚生労働省の基準に沿って請求させていただいております。 

 また単位につきましては、契約の際にご説明させていただいております。 

 

5.＜問題点＞ 

換気のため非常に乾燥していて子供が静電気を気にして運動しにくいので加湿器を設置し

てほしい。 

→加湿器に関しましては、安全面を考慮しながら今後社内で検討してまいります。 

 

6. ＜問題点＞ 

計画等は口頭で説明は受けてはいるが、どのような計画かいつでも見られるように写しを

欲しい。 

→個別支援計画は口頭説明をして同意をいただいた後に１部お渡ししております。わかり

やすい説明ができるように心がけていきます。 

 



7. ＜問題点＞ 

訓練に居合わせたことがない。 

→年に 2 回避難訓練を行っております。出来るだけ皆さんに参加いただけるよう日にちな

どを調整しております。訓練のお知らせは掲示しております。 

 

 


